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晰膀ごぁぃさっね鱚
本日のご来場に心からお礼申し上げます。

倉J立公演に際しましては、皆様からご好評を賜わりました一方、厳しいご叱責、ご指摘

も数多く項きました。私共は深く反省をいたし、心を新たにして日々研鑽を積んで参りました。

このたびの公演におきましてその成果を結集いたす所存でございます。アマデウス合唱団に

幾ばくかの成長の跡がみえるとすれば、それはひとえに皆様のご支援の賜物に他なりません。

どうぞ今後とも、皆様の厳しいご批判と一層のご指導を仰ぎたくお願い申し上げます。

アマデウス合唱団 団長 橋本 克久
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オラトリオ「 メサイア」ヘンデル作曲
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吉田 征夫
〈テノール〉

天戸≡てI子ェ子≡う了。ミュンヘン音楽大

事二≡子こ麦≡ 三人博主課程在学中、同大
手授芙≡≡異 t美琶楽学院講B雨をもつとめ
る。三一三ノ

・E■ |こてマタイ受難曲、ヨハ
ネ受髪≡■二τフンゲリストを演じる。オラ

トンア′三三そ拝言とする。二期会会員。

東京≡1モ入子天子院独唱科1多了。文化庁オペ

ラチ究所莞一≡三彦了。文イヒFT在外研修員と

して渡狂、シニ、っ ノヽトガルト音楽大学にて

掌3ち アベラ
~/=ン
サートではモーツアル

ト「レグノ三二_＼  ヘートーヴェン「ミサ 。

ソレとニス_等 Cし コで活躍。二馬会会員。

〓澄
た
田
枕
川
”

き木
ぐ

電廣忌「F 』[5][言][:言「言:littζ][:
ェンバロ奏者をうくつとめる。

僣弦楽〉アマデウス管弦楽団

※含唱指導/竃冷本 優

演奏者
桐朋学園指揮聴講グラスで、故斉藤秀雄氏に

B雨事。東京芸術大学入学後、指揮を三石糧―

金子登氏に、声楽を伊藤亘行氏にB雨事。卒業

後、神奈川フィルハーモニーに所属、現在 N

HK交響楽団で指揮研究を行なう。東京室内
歌劇場主催の「地獄のオルフェウス」の日」指

揮を経て、「フィガロの結婚」等を指揮する。

OT年、沖縄 NHK主催の演奏会に招待を受け
「メサイア」を指揮し好評を博した。

東京芸術大学大学院オペラ科4多了。在学中に

安宅賞を受賞。芸大オベラ「修善寺物語」の

桂でデビュー。第フ回日伊声楽コンコルツで

第一位入賞。オベラでは「ワルキューレ」「ト

スカ」「魔笛J等に出演する一万、「第九」他の
コンサートでソロをつとめる。二期会会員。

東京芸術大学大学院独唱科1多了。1973年毎日

音楽コンフール第二位入賞。海外派遣コンフ

ール松下賞受賞。1975年よリミュンヘン音楽

大学に留学。77年帰国後は、NHK青少年コ
ンサートをはじめ、多数のコンサートにあい

てソリストをつとめる。二期会会員。



メサイア解説

この「メサイア」というオラトリオは、必ずしも連続した事

件を通じてストーリーが展開していくわけではなく、また具体

的な登場入物が設定されているわけでもありません。そ
のため

キリスト教や聖書の詩旬に縁の薄い我々にとって、曲相互間
の

関連性や全体としての物語性が希薄であると考えがちです
が、

ょくテキストを観察すると、そこには救世主として出現したイ

ェスが、その受難と復活を通して神の国をもたらしたという救

いの歴史が二つの流れをもって語られていることがわかります。

PART I

さてこの第一部では救世主 (メ サイアとは本来 “香由をそそ

がれし者"と いう意味があり、それは “救世主
"を意味する言

葉となつています)の出現の予言、イエスの降誕、そして現世

に於けるイエスの姿が描かれていきます。  |

まずNo,1は管弦楽による序曲ですが、前半の符点のリズ
ムに

よるゆつくりとした部分と後半のフーガを通じて暗い雰囲気が

終始し、あたかも救世主出現以前の暗い世界を暗示して
いるか

のようです。続く部分では、テノール独唱によるNo.2、 3と合

唱によるNo.4に よって救世主出現の予言が歌われていきます。

No.1の暗い世界とは対称的に明るい、穏やかな調子で予言が語

られ始め、No.3では技巧的な細かい動きによって高揚されて
い

き、No.4でははつきりとした確信が3拍子の生き生きしたリズ

ムを持ち、合唱によつて歌われます。

No.5.6は バス独唱、そしてM7は合唱ですが、No.5は悪が

栄え正義が虐げられる現状への不信といつたものに対する答
で

困 r7覧 1歴 :11匙 覇 :駆 肌 と握 引⊆鍵
り法律を勉強していましたが、教会のオルガニストから音楽家へ

の道E進んでいきました。当時の音楽の中心はイタリアで、彼も
17∞年から3年間イタリアでオペラを学び志した。そして、1710

年にイギリスに渡り、オペラをかき始めたのですが、この時代|こ

は市
―
の台頭|こ伴い貴族趣味のイタリア・オベラは好諫れな

<なり、オペラからオラトリオの作曲に力をいれるようliなつた
のです。晩年のヘンデリリま17"年 |こ失明後も音楽活動を続け、17

5974月 14日に世を去りました。その遺体はウェストミンスター

聖堂E葬られ、メサイアの楽譜を持つた像がたてられてい誅す。

あり、L6.7は 世の罪を裁く者の到来に対する人々の不安や
恐れの気持であるといえます。

L8でアルト独唱によって受胎告知が語られ、No.9ではまず
アルト独唱、そしてそれを合唱が引き継いで喜びと主の栄光ヘ

の賛美が%拍子のリズムによって歌い上げられます。 一 No10
カットー hHはバス独唱による、歌詞を描写的に扱ったアリア
です。“暗きを歩める民"と いう部分は、まるで暗闇を手さぐり

するような半音の音程が多様され、“大いなる光を見"と いう部

分は明るい長調で作曲されています。そしてNo,12では合唱によ

って、いよいよNo.2以来の予言が実現し、我々に救世主たる一

人のみどり児が与えられたと歌われます。この合唱曲は第一部

のクライマックスともいえる規模の大きいものであり、そのテ

ーマは本当に待望久しかったものが与えられた喜びの発露たる

にふさわしい素晴らしいものであるといえるでしょう。

L13は シチリアーノという舞曲リズムによる管弦楽の田園交

響曲で、この舞曲は本来シチリアの牧人のものであり、ヨーロ

ッパではクリスマスを象徴するものとなっています。No14、 15、

16ではソプラノ独唱によって、羊飼いの所へ天使が降誕を知ら

せるといった事柄が歌われ、No17の 天の軍勢の合唱によりこの

部分は一段落します。そして第一部最後のNo18～21では、現世

に於けるイエスの姿が描かれています。No18は ソプラノ独唱に

より人類に平安をもたらす神として、N49ではイエスが行なっ

た奇蹟を、そしてNo20、 21は イエスの招きの言葉であるといえ

ます。ここでは珍 しく聖書上のイエスの直接の言葉がテキス ト

となっています。



PART Ⅱ

第二部に於いてはイエスの受難と復活、そして地上に神の

国が打ち建てられ救いの予言が成就されるという内容となつ

ています。

No22は 重々しいリズムの暗い合「昌曲で、十分にイエスの受

難を予感させる曲です。“′1ヽ羊"は イエスとオーバーラップし
たイメージで、その罪のない血によって全人類の罪をあがな

うという信仰のシンボルといえるでしょう。

No23の アルト独口昌とNo24、 26の合唱一 No25はカットー の歌

詞は旧約イザヤ書の “主のしもべの詩"と 呼ばれる部分で、

イエスの受難を暗示したものです。No23の 中間部とNo.24では

符点のリズムが支配していますが、これはバロック期には受

難を象徴するリズム型であったようです。No26で は一見楽 し

げな音楽の中に迷える羊の姿を描いていきますが、“すべての

者の不義を彼 (イ エス)の上におかれた"と いう部分は一転
して短調の壮厳な音楽となっています。一 No27、  28カ ットー
No29、 30、 31、 32はテノール独口昌によって歌われます。この

部分はとかく聞き流されがちですが、ス トーリーの上では大

きな分岐点であるといえます。No29は イエスの十字架上での

心情、No30は その絶望的な状況、更にNo31は イエスの決定的

な死、受難。そしてNo32では復活の予兆が歌われ、続 くNo33

の合唱では聖所に入るイエス、すなわちイエスの復活が歌わ

れます。一 No34～ 36カ ットーーNo37の合唱では神の言葉を授か

った伝道者達が四方八方へ伝道に出発する様子であり、No38

EXIlふ載 鷹 筵 易 ぶ 耀 瞼 卍 Zν嬌 選 )、
絶賛を浴び意した。しかし翌年のロンドン公演の際には、劇場

を使用して宗教オラトリオをやるということに対し、教会等の

批半」もあり嚇ずしも成功とは言い難い状態でしたが、再演され

るうち|こ正当な評価を得るよう|こなり意した。

メサイアといえば、クリスマスに演奏されるものと思われて

いますが、ヘンデル生前の演奏記録をみてい<と、決してその

ようなことはな<＼ 単なるクリスマス・オラトリオとしてではな

<、 神の予言・誕生・受難・復活とキリストの永遠の生命について

語られたオラトリオとして受けとられていたことがわかり泳す。

のソプラノ独唱は伝道者への賛美となっています。一 No39カ

ットー No40のバス独唱では神に反抗する人間の姿が描かれ、

一 No41カ ットー No42、 43ではそういった人間に対する神の怒

りと裁きが歌われます。No43の 伴奏部には鉄のつえで打ち砕

く様子が大きな幅の音程を持つリズムによって描写されてい

ます。そして神に反抗する人間が裁かれ、いよいよ神の国が

実現 した日寺、神をたたえて歌われるNo44が有名なハレルヤ・

コーラスです。ここで救いは成就され、第二部は終 ります。

PART Ⅲ

第二部までで神の国が打ち建てられるまでの歴史が語られ、

この第二部ではそれ以後の世界の神に対する感謝や教義が語

られます。No45の ソプラノ独唱はキリス トの死と永遠の生命

を歌い、No46の 合唱では、アダムが罪と死に於ける人類の代

表であるのに対し、イエスは義と生命に於ける人類の代表で

あると歌います。

No47、 48はバス独唱によって “最後の審判"が歌われ、復
活のプロセスと永遠の栄光があらわされます。このアリアで

は高音の トランペットによるオブリガー ドが加わり、非常に

輝かしいものとなっています。一 No49～ 52カ ットー No53は 大

規模な終曲合唱となっていて、神への賛美と感謝を歌い上げ

後半はアーメン・コーラスとして知られている斗士大なフーガ

となり、大きな高まりのうちに「メサイア」全曲が締めくく

られます。

※ 発音資料提供 上智大学P.ミ ルワー ド教授



アマデリス合唱団

アマデウス合唱団は昨年4月 に結成され 今年2月 15日、上野石橋メモリアルホー

ルで第一回演奏会を行ない、今日に至っております。第一回演奏会では、WoA・ ア

マデウス。モーツァルトのレクイエムを演奏し、未熟ながら熱気あふれる演奏と評され

ました。結成時は20名程度だった団も、現在、80名 以上になり、団員の年齢もI歳

から70歳までと幅広く、また職業も様々です。現在、週 1回の定期練習と月 1回程度

の日l覆練習のほかに合宿も行ない、団員間の親睦を深めることによって、より良い音

楽創りを目ざしています。音楽的にも運営的にも、これから取り組む
へヾ
き問題は数多

くありますカミ音楽への情熱と努力で成長して行きたいと思つております。
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・武田 真穂 PL_石川 満美
谷□真由美   伊藤 正子
工橋 美穂   丼上やす子
永田 尚子   大岩 華子
鍋谷 枝里   カロ藤 優子
長谷川光子   越野 寄恵
林  陽子   小林 千春
林 理恵子   301崎真由美
福島喜久子   桜丼 智子
降幡 美紀   鈴木 ネし美
本田 愛子   高瀬 智子
吉成 悠子   高橋 早苗
渡辺 博子   武田 州代

地ヨ1由佳里

AL    出木 康子

松原 直子
宮沢 孝江

Tenor

Bass

伊原  宏 PL下条  毅
大入保 ∃1  菅原 定三
PL河合 敏夫   橋本 克久
亀本 道政   樋□ 正文
鈴木 俊二   松本 啓―
鉤丼 博之   三浦 文夫
野□  碩   水谷 克巳
三浦 恭裕   LLl崎 和英
森Ш 克人   山崎 大介
山崎  厚   山谷 浩之
黒沢  満
協 力 (同窓会)

塩崎 弘志   佐2本景子
林 喜与志   大沢 直子
菅原 耕路   杉浦 規子
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Soprano

安達 知子 鶴田 敏子   ≡浦 智行
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